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1．はじめに 

近年，首都圏では局地的で 1 時間に数十 mm 程度

になる大雨によって浸水や道路冠水が発生し，都市

型水害として問題になっている．この局地的大雨の

発生には海風との関連が指摘されているが 1)，その

発生場所や発生時間の正確な予測には至っておらず，

現象を解明するためには首都圏における風系場を詳

細に検討する必要がある．そのため，現在は地上リ

モートセンサーなども活用した稠密な気象観測網が

展開され 2)，また，ラジオゾンデの多点観測による

風の鉛直分布の解析が行われている 3)．本研究では，

首都圏全域の地上風系場を定常的に把握可能である

既存の地上気象データを地図化することで，その空

間分布図から首都圏における海風の進入挙動につい

て検証することを目的とした． 

 

2．研究手法 

（1）地上気象データ 

 本研究では，環境省大気汚染物質広域監視システ

ム『そらまめ君』による地上気象データを用いる．

そらまめ君は都市部を中心に大気汚染物質の監視と

同時に風向，風速，気温，相対湿度の地上気象の観

測を行っている．首都圏においては東京湾周辺で稠

密な配置がされている． 

（2）解析対象日 

2011 年 10 月 4 日の首都圏（東京都，神奈川県，

千葉県，埼玉県，茨城県）における風向・風速の 1

時間確定値を用いた．この日は首都圏の 4 地点（筑

波・浮間・小金井・横須賀）（図-1（a）中の黒丸）

においてラジオゾンデの集中観測が行われており，

午後から都心部への海風の流入が認められ，また都

市域の大気境界層の発達高度に大きな違いが見られ

たとされている 3)． 

3．海風の進入挙動 

 図-1 に 10 月 4 日の(a)9:00，(b)12:00，(c)15:00，

(d)18:00 における首都圏の風ベクトル図を示す． 

9:00 の東京・神奈川では北東の風が吹き，海風の流

入はない（図-1（a））．12:00 は東京 23 区及び横浜で

東寄りの風になっており，鹿島灘及び東京湾からの

海風が流入している（図-1（b））．14:00 に相模湾か

ら南寄りの風が入り込み，15:00 には町田市付近で

相模湾からの風と東京湾からの海風とが流入し（図

-1（c）中の①），これらは埼玉県まで侵入し，収束

している様子がわかる（図-1（c）中の赤線）．また，

千葉県市川市周辺でも鹿島灘からの東風と東京湾か

らの南東風が収束している（図-1（c）中の②）． 18:00

でも収束が確認できるが，全体的に風が弱まってお

り南東風が優勢となっている． 

ラジオゾンデ観測からは，大気境界層高度がピー

クとなった 15:00 に，つくばと横須賀では東風，浮

間と小金井では南寄りの風に変化しており海側から

の風へとシフトしているとされているが 3)，地上気

象データからもその様子が確認でき，この時の海風

は埼玉県の内陸まで侵入していたことが明らかとな

った．また，図-1（c）より，東京湾から流入する海

風が都心部で一度弱まり，そこから発散するかたち

で浮間に入る様子が確認された．小金井では 15:00

頃に大気境界層高度は約 2km 程度とされているの

に対し，そこから水平距離 20km ほどしか離れてい

ない浮間では約 2.5km まで発達したとされている．

浮間での大気境界層の発達は，都心部の地表面から

大気への熱の供給や建物粗度などの地表面の摩擦の

増大の影響を示唆しているが 3)，詳細な地上風系か

らもその可能性が支持される結果となった．  
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一方，小金井に流入する風は都心部を通過しておら

ず，このことから比較的水平距離の近い浮間よりも

大気境界層高度が低くなったと推察される． 

 

4. まとめ 

（1）2011 年 10 月 4 日の地上風系において，海風の

進入挙動は，12 時に鹿島灘及び東京湾からの海風，

14 時に相模湾からの海風が確認され，15 時の相模湾

からの海風は埼玉県まで進入していた． 

（2）ラジオゾンデ観測結果において都心の北部に位

置する浮間で大気境界層がより発達している要因に

ついて，海風が都心部を通過することが挙げられる． 
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図‐1 2011 年 10 月 4 日の風ベクトル図 
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